
今夏の第 96 回全国高等学校野球選手権
大会のダイジェストドキュメンタリー

「熱闘甲子園 2014」（朝日放送株式会社
と株式会社テレビ朝日の共同制作）で、
昨年までのテープベースのリニア編集シ
ステムからファイルベースのノンリニア
編集システムへと移行するにあたり、編
集端末や共有ストレージ、ネットワーク
部分の設計を担当した。例年放送される
熱闘甲子園は、その日の試合結果やグラ
ウンドで活躍する高校球児とそれを支え
る人たちの熱いドラマを伝えるスポーツ
ドキュメンタリー番組であり、複数のカ
メラを回し、高校野球球児の一挙手一投
足を余すことなく伝え、彼らの躍動や彼
らを取り巻く人達の緊張や興奮を視聴者
に伝えるために構成される。

今さらファイルベース ?…と思われる方
も少なくないだろう。「ファイルベース
化」が謳われ始めてはや 10 年が経とう
としている。オーディオの世界ではメ
ディアがファイルであることは既に当た
り前だ。ところが映像業界はというと、
理由は様々あるのだが、特に日本国内で
は一向に本格的なファイルベース化が進
んでおらず、放送局内では HDCAM や
DVCPRO HD 規格の VTR がまだまだ健在
だ。熱闘甲子園もまた、昨年まではコン

テンツ制作はテープベースで行っていた
のだが、今年は是非ともファイルベース
化を実現したいという強い要望があり、
それに応えることになった。

バックアップを含めた 2つのシス
テムを準備

具体的なシステム機器構成は以下のよう
なものになる。

まずは収録の部分だが、甲子園から光回
線を経由して朝日放送のスタジオ設備に
届くベースバンド（HD-SDI 信号）信号
が 9 素材あり、この内の 8 素材を 4 チャ
ンネルずつ、2 台の Mac Pro で取り込
んだ。Mac Pro は昨年末にリリースされ
た筒型の最新モデルで（Late 2013）、ビ
デオ入出力デバイス「AJA Kona 3G」を
Thunderbolt 2 拡 張 ユ ニ ッ ト「mLogic 
mLink R」 に 組 み 入 れ た IO ボ ッ ク ス
と接続、ソフトウェアには「Softron 

MovieRecorder 3」 を 採 用 し た。1 台
の PC で 1 キャプチャしかできないとい
う従来のやり方では余りにも効率が悪
いし、なにせコスト高だ。Kona 3G と
MovieRecorder 3 の組み合わせであれば、
1 台の Mac で 4 チャンネルの HD 映像信
号を同時並行にキャプチャすることが可
能になるのだ。初めての試みにあたり、
さらに同じ構成のシステムを 2 セット、
バックアップとして常稼働させた。

番組で使用するコンテンツは甲子園から
伝送される素材だけではない。今年の地
方予選や過去の試合映像、選手関係者
のインタビューなど、従来通りビデオ
テープで届けられるのもある。これらの
追加映像をキャプチャーすると、9 素材
の内の残りの 1 素材をキャプチャーする
為に、さらにもう一台の特別なセットを
用意した。Softron 社が供給する「M¦80」
という Thunderbolt 2 ビデオ入出力デバ
イスで、こちらは 1 台の Mac で最大で 8

ライブスポーツ映像ファイルベース仮設編集システムの
現時点での現実的なマイルストーン
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～「熱闘甲子園 2014」に見るソリューション～

甲子園から届く映像をフルファイルベースでリアルタイムに収録
更に追いかけ再生をも実現した最先端システム



チャンネル分の取り込みが可能だ。

未だ現役、新旧混合 FCP7 セット

編集端末には、最新の Mac Pro Late 2013
と”レガシー”な Final Cut Pro 7（Final 
Cut Studio 2009）の新旧混合を採用した。
台数は 7 台。このハードとソフトの組み
合わせを聞いて驚かれる方もいるかもし
れないが、FCP7 は Mac Pro Late 2013、
OS X Mavericks上でも問題なく動作する。
Apple が動画周りの API を QuickTime か
ら AV Foundation に切り替えたので、も
う FCP7 は新しい OS 上でまともに動か
ない…などと嘯く記事が散見されるが、
それは全くの誤報である。

FCP7 は 2010 年 9 月に v7.0.3 にアップ
デートされたのが最後だが、AJA が提供
する適切なデバイスドライバを組み合わ
せることで映像の入出力は完璧に――映
音やタイムコードのズレがない状態で行
える。FCP7 は確固たる実績に裏打ちさ
れ、まだまだ使い手も多い。実際、今
回の熱闘甲子園 2014 に携わるスタッフ
の多くは FCP7 のオペレーションに精通
している。FCP7 の代替え候補とされる
Apple 以外のノンリニアビデオ編集製品
はあれど、それらと比べても非常に安定
しており、まだ現役で充分動くものをわ
ざわざ選択肢から外す必要はない。

FCP7 を採用したもう一つの理由がマル
チカム編集の容易さだ。FCP7 のマルチ
カム編集機能は今なお素晴らしい。複数
の映像クリップをタイムコード基準でタ
イミングをマッチさせて束ねられるのだ

が、マルチクリップはいつでもシングル
クリップに解いたり、再びマルチクリッ
プに戻すことができる。クリップのグ
ループ属性を失わずに編集作業を進めら
れるのだ。今回のケースでは9つのクリッ
プ――甲子園から届く信号 x9――をマル
チ組みした。

Codec は ProResLT を採用

映像フォーマットだが、取り込みでも編
集でも 100Mbps の ProRes LT コーデック
を採用した。実を言えば当初は 50Mbps
の XDCAM HD422 を想定していた。前述
の MovieRecorder 3 も FCP7 も XDCAM
コーデックをネイティブに扱えるし、ス
トレージスペック的には XDCAM の方が
データが軽くて優位なのだが、事前の画
質評価により ProRes LT が選ばれたのだ。
ProRes LT なら HD ビデオ初期段階から
ポピュラーな DVCPRO HD と同じデータ
レートでありながら、より高い画質を得
られる。甲子園の客席には沢山の観客が
居て、コスチュームを揃えた母校応援団
の姿がある。その部分を遠巻きに撮る時、
XDCAM だとモザイク調に崩れてしまう
懸念があった。熱闘甲子園スタッフはス
ポーツコンテンツを日頃から扱っている
経験があり、ならば今回は是非 ProRes
で行きましょう…ということになったの
だ。さらに高画質を目指すなら LT 以上
の ProRes も考えられたが、何度もレン
ダリングを繰り返すわけではないから、
それはオーバースペックと判断した。

サーバー選択の妙

最後にストレージだが、同時並行に処理
される映像チャンネル数の多さを鑑みる
に、相当高性能なものでなければなら
ないのは自明の理。改めて整理すると、
MovieRecorder 3 群による取り込みが 9
ストリーム、FCP7 群による再生が 9 ク
リップ x 7 端末で 63 ストリームとなり、
合計で 70 ストリームを超える。しかも
これらはタイムシフト式でなく、Edit-
while-Ingest――いわゆる”追っかけ編
集”スタイルで実現する必要があるのだ。
ProRes LT 100Mbpsの扱いとはいえ、ファ
イルのライトとリードが常時激しく交
差するため、ストレージのストリームス
ループットだけでなくランダムアクセス
スループットも十分考慮せねば、おおよ
そ実現は不可能だ。

ランダムアクセス性能至上主義ならファ
イルをブロック単位で転送する SAN

（Storage Area Network）一択だが、特に
今回は常設でなく高校野球会期中の仮設
なので大袈裟な設備はお呼びでない。シ
ステムの構築も解体も極力迅速に、かつ
低コストで行いたい .。ならばというこ
とで、今回はイーサネット接続の NAS

（Network Attached Storage）を採用しま
しょう。だがしかし、ただの NAS では
ダメだ、70 超えのストリーム数を Edit-
while-Ingest スタイルでこなすタフな
NAS が必要だ…ということで、本件の
プライマリーストレージとして GB Labs 
SPACE SSDモデルが選出されたのである。
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ここで GB Labs SPACE について簡単に紹
介しよう。SPACE シリーズは映像編集用
途にチューニングされたエンタープライ
ズ NAS で、SSD モデルの他、HDD モデル、
SSD-HDD ハイブリッドモデルが存在す
る。それぞれのモデルでラックマウント
タイプやモバイルタイプがあり、ラック
マウントタイプには大容量化のための拡
張ユニットも用意されている。ファイル
共有プロトコルには SMB2/AFP/NFS が使
える。Tiering（ティアリング、ストレー
ジ階層化）を意識した製品ラインナップ
が特徴で、SSD モデルを”Super Tier 1”、
HDD モデルを”Tier1”、廉価版 HDD モ
デルを”Tier 2”としてカテゴライズし
ている。Tier 3 として LTO テープアーカ
イブデバイスもある。Super Tier 1 は Tier 
1 の高性能版という扱いだが、SSD ドラ
イブ容量は HDD に比べるとまだ小さい
ので高性能と引き換えに総容量が少なく
なる。

Tiering の考え方に馴染まない人もいる
だろうから詳しく説明すると、Tier 1 が
直近に使うファイルを置く場所、Tier 2
が使用頻度の低いファイルを置く場所、
Tier 3 が直ぐに使用はしないが記録とし
て残したいファイルを置く場所と考え
ればよい。Tier 1/2/3 の数字を月数に置
き換えると理解しやすいかもしれない。

一ヶ月以内に使用するファイルの格納場
所が Tier 1 ストレージ、二ヶ月以内には
使うであろうファイルの格納場所が Tier 
2 ストレージ、三ヶ月先以上は使わない
であろうファイルの格納場所が Tier 3 ス
トレージといった具合に。SPACE は Tier 
1/2/3 それぞれの本来的要求ごとにスト
レージの性能と容量、価格帯が設定され
ているので、用途に応じた構成にアレン
ジしやすい。Tier 1/2/3 の各モデルには
共通の OS（”SPACE CORE OS v3”）が
搭載されており、各々が自立しつつ互い
に連携して機能するようにデザインされ

ている。

トータルシステムとしてのワーク
フロー全体像

話を熱闘甲子園 2014 に戻そう。高校野
球は多い日で 1 日 4 試合行われる。試
合時間は 2 時間、その後のグラウンド
整備と次の試合の練習に 30 分と想定さ
れている。試合の延長もあり得るから概
算で 12 時間分、9 素材、1080i 29.97fps 
HD ビデオ、Audio 4ch、ProRes LT の条
件で、1 日の取り込みファイルサイズ容
量は 5TB となる。これが約 2 週間続くこ
とと、試合映像以外の事前取材や地区大
会の映像素材など、かなりの量の素材の
取り込み容量も考慮すると 100TB 超えの
ストレージ容量が必要になる。これだけ

多くの容量を SPACE SSD モデル（RAID 
50 設定時に 11TB 強）で全部調達するに
はお金がいくらあっても足りない !…と
いうことで、先述した「ストレージ階層
化」の概念に正に則り、デイリーの映像
素材は”Super Tier 1”な SPACE SSD に、
大会期間中の素材は”Tier 1”な SPACE 
HDD に保存する計画となった次第であ
る。大会期間中の全素材を蓄えるスト
レージが”Tier 2”な SPACE Echo モデ
ルでなかったのは、取り溜めた試合映像
を同じチームの次の試合でダイジェスト
的に編集で使用する可能性があったため
で、SSD モデルに比べれば性能は劣るも
のの、HDD モデルでもこうした編集要
件を十分に満たす性能が必要だったから
だ。SPACE SSD 内のデイリー素材は深夜
帯の比較的編集端末からのアクセスが少
ない時間に、SPACE CORE OS のファイ
ルマネージャー機能を利用して SPACE 
HDD へリプリケートする算段だ。

かくして、映像の取り込み、編集、ファ
イル保存の各セクションで採用すべき機
器構成も運用のシナリオも決まった。各
機器間のネットワークだが、Mac Pro は
ビルトインイーサネットをそのまま利用
して 1GbE x2 本、SPACE SSD は標準搭
載 の 10GbE x2 本、SPACE HDD は オ プ
ションの 10GbE x1 本でスイッチに接続



することになった。予算が湯水のように
使えるなら機材の選定やシステムの設計
にここまでの苦労はしないが、決められ
た予算枠組み内で最高の性能とコストパ
フォーマンスを引き出すには、実際の現
場で何が起こり得るのかを可能な限り予
め事細かにイマジネーションしなければ
ならない。大は小を兼ねるとは限らない
のである。

ここまで念入りに計画を練って準備万端
だったわけだが、本番に入る前には多少
の困難が待ち構えていた。油断大敵であ
る（決して油断はしていない）。偶然に
も今大会は台風の影響で 2 日間開催が順
延となったため事なきを得たのだが、大
会期間中の本番では何の問題も起きな
かったことに免じて、本番直前のトラブ
ル詳細は敢えてここでは触れないでおこ
う。万事、塞翁が馬。

インプレッション～まとめ

さて、実際に今回のシステムを運用した
スタッフの感想だが、総じて好評だった
と言えよう。昨年までのテープベース
ワークフローから技術的にも方法論的に
も大きく内容が変わったため、使用感の
変化に多少の戸惑いを感じたスタッフも

いたようだが、普段から慣れ親しんでい
る FCP7 を編集のフロントエンドに置い
たお陰で、直ぐに新しい環境に慣れて頂
いたようだ。取り込みの場面で使用す
る MovieRecorder 3 のオペレーションに
もあっという間に親しんでもらった。ス
タッフからの一番の褒め言葉は「ファイ
ルベースになって疲れちゃうよー」のコ
メント。聞いたその瞬間はネガティブな
意見なのかなと思いギョッとしたが、彼
曰く要するに「編集作業中の情報量が
圧倒的に増えたために気が抜けなくなっ
た」ということで、今年は目の前に全て
のカメラ映像があって、それらがリア
ルタイムに再生されるので、編集マンの
サガでより良い映像をピックアップしよ
うとついつい頑張り過ぎてしまう…とい
う意味のようであった。やはり…とい
うか今回のシステム設計に携わった皆が
狙ったことだが、編集に要する時間は大
幅に短縮され、かつ出来上がった映像の
質的密度が上がったそうである。来年の
熱闘甲子園 2015 でも、今回と同等、い
や、さらにブラッシュアップしたファイ
ルベースシステムを採用してもらう予定
だ。

最後にもう一つ種明かしを。実は今回の

機材は全てレンタル品である。今年から
ソリューションベースのレンタル業務を
開始したエムアイエムの協力なくして実
現しなかった話なのだ。エムアイエムは
年間契約、月額支払いの映像機器レンタ
ルプランを持っており、この枠組みをう
まく活用させてもらった。映像取り込み
用と編集用の Mac Pro、スペアも含めて
全部で 13 台あったのだが、これらは完
全同一スペックである。一般的なレンタ
ル業者と異なり、映像を取り扱うことを
想定したスペックで機材を貸し出してく
れるので、システム設計を担当する我々
阿吽技研としては非常に助かった。いう
までもなく、仮設設備の短期調達を目的
とする朝日放送の要望にも完全に合致し
たのである。

2014 年 11 月

SPACE SSD

高速性を最大の武器とする NAS ストレージ GBlabs SPACE のフラッグシップがこのモデル。24 台の SSD の RAID 5 構成によるその速度は、メーカー資料

によれば本文で登場するProRes 422 LT 30を 235ストリームという驚異的なスペックを誇る。そして、4K DXPもこの一台でハンドリングが可能。ストレー

ジが SSD ということで大容量化は難しいが、24 台というその台数により、最大 19TB の容量を確保可能。電源の二重化、システム OS の二重化などフェ

イルセーフも充実。標準で 10GbE ポートが２つということからのその速度に対しての自信の程が伺える。更には、オプションで 40GbE も登場し、その

パフォーマンスを引き出すためのバックボーンの強化が図られている。

GB Labs
Super Tier 1

矢部 拓也
阿吽技研株式会社

編集マンとしてキャリアをスタートして映像業界
に早 20 年。日本での本格的なファイルベース化に
対応すべく今年「阿吽技研」を立ち上げた。既に
File-Based 2.0 に移行しつつある海外の開発元と連
携してノウハウを取り入れつつ、国内事情にマッ
チしたシステムを提案している。

システム提案および設計：阿吽技研株式会社
 http://www.ahum-labs.info

機材レンタル：株式会社エムアイエム
http://mim-corp.co.jp


